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正則な Siegel保型形式の重要な例である Siegel Eisenstein級数は，

Ek(Z) =
∑

γ∈Γ∞\Γ

det(CZ +D)−k (k > g + 1で絶対収束)

で定義される．ここで Γ = Sp(g,Z)であり，Γ∞は Γ のうち左下 (g, g)-

blockが 0行列である部分群，C,Dは Γ のそれぞれ左下，右下の (g, g)-

blockをあらわすものとする．この Fourier係数を計算するのが講演の目
的である．
実は，一般の gに対して Fourier係数がきちんと計算されたのは以外に

新しく，明示公式が得られたのは 1999年の Katsuradaの論文 ([1])にお
いてのことである．ここではまずMaass([2])に従い，Fourier係数が「無
限素点部分」と「有限素点部分」の積に分解できることを示し，それぞれ
がどのように計算されるかを簡単に説明する．
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